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事 業 報 告 書 

工組・支部名 ： 北海道電気工事業工業組合青年部・名寄支部 

資 料 提 出 日 ： 令和元年９月２４日 

  

１．【事業名】   おしごと体験わくわくワークフェス・LED親子工作教室 

 

２．【実施日時】 令和元年９月２２日 

 

３．【実施場所】 稚内市 中央アーケード街 

 

４．【提言書 2016との適合性】本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください 

  ①人材育成と後継者育成（P.5～）  ②組合員の経営安定化の支援（P.12～） 

  ③技術・施工品質の向上と経営能力の向上（P.16～） 

  ④その他（ 希望ある未来へ、業界連携強化・業界力向上 ） 

◎項目番号： ②、④       ◎提言書ページ： P15、P19、P24   

 

５．【事業目的】 参加の子供たちに、普段さわることのできない電気の仕組みに触れて楽しん

でもらうとともに、電気工事に対して興味をもってもらう。 

また、地域に対して、業界として取り組んでいることをアピールし、社会的

価値を高めることを目的とする。 

 

６. 【事業内容】 電気工事体験（わくわくワークフェス） 

家形ランプ製作（親子工作教室） 

 

７．【参加員数】 12名 

 

８．【外部協力者】 なし 

 

９．【事業総額】  

 

10．【事業の成果】  のべ人数：1,110名（工事士体験 約 300名） 

工事士体験では、楽しみながら作業を体験してもらうだけでなく、小さな

お子さんにも配線器具を自由に触ってもらう事で、電気工事に興味を持っ

てもらう事が出来ました。 

            工作教室では、工作に合わせて電気の仕組みや歴史を勉強していただ

き、また最近の停電のことも絡めてお話させていただくことで、電気に対

しての興味と、節電や使い方について考えていただくきっかけとしていた

だくことが出来ました。 

また、電気工事組合として参加することで、この業界、組合の活動をＰＲ

する事が出来ました。 
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11．【反省点または工夫した点】  

          本年より体験の内容を新たな物に作り変えました。 

 一般の住宅にある配線器具を中心としたものにしたことで、より興味をもち

楽しく体験していただけるようになったと思います。 

また、年々、体験していただく人数も増加し、工作教室も定員に達し、お断り

させていただく方もいらっしゃいました。 

親子で訪れる幼児から、小学校高学年まで会場を訪れる対象は、幅広いのです

が、工事士体験は楽しんでいただくことが出来ました。 

ただ、本年の親子教室の工作キットは、対象年齢が高めで親御さんやメンバー

に大きな負担をかけてしましました。  

 

 

 

 

１2．【別添資料（写真・動画等）】  
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